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北
極
圏
の
ノ

ル
ウ
ェ
ー
領
ス

バ
ル
バ
ル
諸
島

に
は
、
１
０
０

万
種
類
も
の
穀
物
な
ど
の
種

子
や
遺
伝
子
を
保
存
す
る
巨

大
な
冷
蔵
庫
が
あ
る
。
氷
点

下
20
度
の
環
境
下
で
種
の
多

様
性
を
保
存
す
る
国
際
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
核
戦
争

や
大
規
模
な
自
然
災
害
、
天

変
地
異
に
備
え
る
た
め
２
０

０
８
年
に
開
設
さ
れ
た
。

　

当
時
は
ス
バ
ル
バ
ル
の
永

久
凍
土
が
保
存
環
境
を
維
持

す
る
の
に
最
適
だ
と
考
え
ら

れ
て
い
た
。
し
か
し
予
想
外

の
ス
ピ
ー
ド
で
地
球
温
暖
化

が
進
み
、
設
備
の
改
修
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
皮
肉

な
こ
と
に
究
極
の
状
況
を
踏

ま
え
て
選
定
し
た
永
久
凍
土

も
永
久
で
は
無
か
っ
た
と
い

う
わ
け
だ
。
地
球
環
境
の
変

化
を
真

に
受
け
止
め
、
人

類
の
英
知
を
集
結
し
た
問
題

解
決
が
迫
ら
れ
て
い
る
。

　

最
近
の
国
際
情
勢
を
踏
ま

え
れ
ば
、
気
候
変
動
よ
り
も

覇
権
主
義
の
台
頭
が
種
の
保

存
に
と
っ
て
脅
威
か
も
し
れ

な
い
。
核
戦
争
を
想
定
し
た

為
政
者
の
発
言
ま
で
飛
び
出

し
、
緊
迫
感
が
増
し
て
い

る
。
ス
バ
ル
バ
ル
が
現
代
の

「
ノ
ア
の
方
舟
」
に
な
る
よ

う
な
こ
と
だ
け
は
避
け
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。 

（
Ｎ
）

マイナンバーカードの申請・交付状況

厚
労
省
と
意
見
交
換

撤
回
署
名
に
協
力
を

診
療
・
介
護
報
酬
改
善
へ
要
望
書

年 

金
納
付
期
間
65
歳
に
延
長

医 

療
保
険
料
大
幅
引
き
上
げ

介 

護
２
〜
３
割
負
担
を
拡
大

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
目
論
見

（
３
面
に
つ
づ
く
）

普
及
策
に
１
兆
８

普
及
策
に
１
兆
８

千
億
円
も
の
予
算

千
億
円
も
の
予
算

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

（
以
下
、
「
カ
ー
ド
」
）
を
取

得
し
、
健
康
保
険
証
と
公
金

受
取
口
座
の
登
録
を
す
る
と

２
万
円
分
の
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン

ト
が
も
ら
え
る
事
業
が
１
兆

８
千
億
円
も
の
予
算
を
も
と

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
庁
の
「
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
・
交

付
状
況
」（
図
）

に
よ
れ

ば
、
申
請
数
は
ポ
イ
ン
ト
付

与
の
第
１
弾
の
締
切
り
で
あ

っ
た
２
０
２
１
（
令
和
３
）

年
４
月
末
の
直
前
の
３
月
に

７
０
０
万
件
、
４
月
に
４
０

０
万
件
と
な
っ
た
も
の
の
、

以
降
は
50
万
件
前
後
と
低
迷

し
て
い
ま
す
。
政
府
目
標
は

23
年
３
月
末
ま
で
に
、
ほ
ぼ

全
て
の
国
民
に
カ
ー
ド
を
持

た
せ
る
こ
と
で
す
が
、
交
付

数
は
５
９
１
２
万
枚
（
46
・

９
％
）
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

保
険
証
廃
止
で
カ
ー

保
険
証
廃
止
で
カ
ー

ド
の
保
有
を
強
制

ド
の
保
有
を
強
制

　

目
標
達
成
が
危
う
い
と
見

た
政
府
は
、
ポ
イ
ン
ト
が
も

ら
え
る
カ
ー
ド
の
第
２
弾
の

交
付
申
請
期
限
を
当
初
の
９

月
末
か
ら
12
月
末
へ
延
長
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
図
を
見

る
限
り
、
ポ
イ
ン
ト
に
釣
ら

れ
る
人
た
ち
の
多
く
は
既
に

取
得
済
み
と
思
わ
れ
、
延
長

し
た
だ
け
で
は
大
き
く
伸
び

る
と
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

な
お
、
８
月
時
点
の
登
録
数

は
保
険
証
１
７
０
０
万
件
、

公
金
受
取
口
座
１
２
０
０
万

件
に
留
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
ほ
ぼ
全
て
の
国
民

に
持
た
せ
る
こ
と
は
不
可
能

で
し
ょ
う
か
。
政
府
方
針

危険性危険性
のの
制度制度

マイナンバーマイナンバー
とと

デジタル化デジタル化

③

黑田充
（自治体情報政策研究所）

は
、
カ
ー
ド
の
健
康
保
険
証

化
で
従
来
の
保
険
証
は
原
則

廃
止
で
す
。
国
民
皆
保
険
制

度
の
も
と
、
全
て
の
国
民
が

カ
ー
ド
を
持
た
ざ
る
を
得
な

く
な
る
状
況
を
つ
く
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。　健康保険証の廃止撤回と

オンライン資格確認の原則

義務化撤回を求めて署名に

取り組んでいます。ご協力

ください。

　

岸
田
政
権
下
で
社
会
保
障
「
改
革
」
の

具
体
化
が
進
ん
で
い
る
。
10
月
25
〜
31
日

に
開
か
れ
た
政
府
の
社
会
保
障
審
議
会
で

は
、
医
療
・
介
護
・
年
金
の
負
担
増
が
厚

労
省
か
ら
提
起
さ
れ
た
。
物
価
高
騰
の
な

か
、
生
活
苦
に
拍
車
を
か
け
る
内
容
だ
。

　

10
月
25
日
の
同
審
議
会
年

金
部
会
で
議
題
に
挙
が
っ
た

の
は
、
国
民
年
金
の
保
険
料

納
付
期
間
の
延
長
案
だ
。
現

行
の
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の

40
年
間
か
ら
、
65
歳
ま
で
の

45
年
間
に
延
長
す
る
計
画
。

国
民
年
金
の
保
険
料
は
月
１

万
６
５
９
０
円
（
２
０
２
２

年
度
）
で
、
納
付
期
間
が
延

び
れ
ば
約
１
０
０
万
円
の
大

　

医
療
に
つ
い
て
は
10
月
28

日
の
同
審
議
会
医
療
保
険
部

会
で
国
民
健
康
保
険
と
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料

負
担
増
が
提
案
さ
れ
た
。
国

保
料
の
年
間
上
限
額
を
23
年

度
か
ら
２
万
円
引
き
上
げ
、

87
万
円
（
医
療
分
）
に
す
る

案
を
大
筋
了
承
し
た
。
引
き

上
げ
は
２
年
連
続
。
保
険
料

率
が
高
い
市
町
村
な
ど
で
は

所
得
６
０
０
万
円
ほ
ど
で
上

限
額
に
達
す
る
場
合
も
あ

り
、
生
活
苦
に
追
い
打
ち
を

か
け
る
こ
と
に
な
る
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
で
は
、

低
所
得
者
を
除
く
幅
広
い
所

　

介
護
で
は
10
月
31
日
の
同

審
議
会
介
護
保
険
部
会
の
議

題
に
全
面
的
な
負
担
増
計
画

が
並
ん
だ
。
主
な
論
点
は
、

▽
利
用
料
の
２
割
・
３
割
負

担
の
対
象
拡
大
▽
要
介
護
１

・
２
の
訪
問
介
護
な
ど
の
保

険
給
付
外
し
▽
ケ
ア
プ
ラ
ン

の
有
料
化
▽
保
険
料
の
納
付

開
始
年
齢
の
引
き
下
げ
と
利

用
年
齢
の
引
き
上
げ
―
―
な

ど
。
い
ず
れ
も
過
去
の
制
度

改
定
の
際
に
も
提
起
し
、
国

民
の
反
対
の
声
を
受
け
て
見

送
っ
て
き
た
内
容
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
強
権
的
に
押
し
通

そ
う
と
し
て
い
る
。

　

利
用
料
の
負
担
増
は
利
用

控
え
を
深
刻
化
さ
せ
、
家
族

介
護
や
介
護
離
職
の
増
加
を

引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
る
。

必
要
な
介
護
が
受
け
ら
れ

ず
、
さ
ら
な
る
介
護
難
民
を

生
み
出
し
か
ね
な
い
。

　

社
会
保
障
で
は
財
政
難
を

理
由
に
大
幅
な
国
民
負
担
増

得
階
層
を
対
象
に
保
険
料
の

負
担
増
を
検
討
。
今
後
、
対

象
範
囲
や
引
き
上
げ
幅
を
具

体
化
す
る
と
し
て
い
る
。
同

制
度
の
保
険
料
の
年
間
上
限

額
66
万
円
か
ら
大
幅
に
引
き

上
げ
る
見
通
し
だ
。

を
迫
る
一
方
、
来
年
度
予
算

で
は
過
去
最
大
の
軍
事
費
を

計
上
す
る
方
針
を
示
し
、
法

人
税
増
や
金
融
所
得
課
税
強

化
な
ど
大
企
業
・
大
資
産
家

へ
の
負
担
増
に
は
背
を
向
け

て
い
る
。
社
会
保
障
優
先
の

政
治
へ
の
転
換
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

幅
な
負
担
増
と
な
る
。

　

厚
労
省
は
45
年
間
納
付
に

す
れ
ば
将
来
の
受
給
額
は
増

え
る
と
説
明
す
る
が
、
現
行

制
度
で
は
少
子
高
齢
化
の
進

展
に
合
わ
せ
て
支
給
水
準
を

引
き
下
げ
る
こ
と
に
な
る
。

同
省
の
19
年
の
試
算
で
は
増

額
ど
こ
ろ
か
２
割
減
少
す
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い

る
。

練
の
評
価
や
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ

Ｍ
冠
・
イ
ン
レ
ー
の
適
応
拡

大
、
チ
タ
ン
Br
の
導
入
、
Ｓ

Ｐ
Ｔ
の
算
定
間
隔
の
問
題
は

関
係
学
会
を
通
じ
て
提
案
が

あ
れ
ば
検
討
を
進
め
や
す
い

と
の
考
え
を
示
し
た
。

　

最
後
に
、
保
険
証
廃
止
や

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
の
義

務
化
撤
回
に
対
し
て
は
「
年

末
の
中
医
協
で
議
論
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
具
体
的

な
困
難
事
例
を
教
え
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

　

要
請
に
は
、
奥
田
章
子
課

長
補
佐
、
星
真
奈
実
主
査
が

応
対
し
た
。
懇
談
は
倉
林
明

子
参
院
議
員
（
共
産
）
の
仲

介
で
実
施
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
に
介
護
報
酬

改
善
に
向
け
、
居
宅
療
養
管

理
指
導
費
と
給
付
調
整
の
ル

ー
ル
改
善
を
求
め
る
要
望
書

を
老
健
局
老
人
保
健
課
・
石

井
佳
笑
主
査
に
手
渡
し
た
。

価
し
た
上
で
、
①
歯
科
初
診

料
注
１
の
施
設
基
準
を
廃
止

②
金
パ
ラ
は
実
勢
価
格
に
基

づ
い
て
告
示
し
、
当
面
、
逆

ザ
ヤ
時
は
５
月
と
同
様
の
緊

急
改
定
を
す
る
③
処
置
・
手

　

保
団
連
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
は

10
月
27
日
、
診
療
報
酬
と
介

護
報
酬
の
改
善
を
求
め
、
厚

労
省
に
要
請
し
た
（
写
真
）。

吉
田
裕
志
・
平
尾
清
司
両
副

理
事
長
が
参
加
し
た
。

　

保
険
局
医
療
課
に
対
し
て

は
、
こ
の
間
、
保
団
連
・
協

会
の
要
請
で
、
Ｓ
Ｐ
Ｔ
Ⅰ
・

Ⅱ
の
統
合
に
よ
る
検
査
や
処

置
な
ど
の
一
本
化
、
総
合
医

療
管
理
加
算
の
施
設
基
準
廃

止
、
金
パ
ラ
の
価
格
の
変
動

幅
に
よ
ら
ず
随
時
改
定
を
年

４
回
実
施
な
ど
、
一
定
の
改

善
が
は
か
ら
れ
た
こ
と
を
評

術
に
か
か
る
浸
麻
の
制
限
撤

廃
④
Ｎ
ｉ
‐
Ｔ
ｉ
ロ
ー
タ
リ

ー
フ
ァ
イ
ル
の
算
定
制
限
を

撤
廃
⑤
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
の

冠
や
イ
ン
レ
ー
の
適
用
拡

大
、
チ
タ
ン
冠
の
Br
適
用
⑥

か
強
診
の
届
出
に
よ
ら
ず
、

Ｓ
Ｐ
Ｔ
の
リ
コ
ー
ル
間
隔
な

ど
を
主
治
医
の
判
断
で
実
施

で
き
る
よ
う
に
す
る
⑦
口
機

能
・
小
機
能
の
訓
練
の
評
価

―
―
な
ど
21
項
目
の
要
望
を

提
出
し
た
。

　

厚
労
省
は
、
要
望
の
多
く

に
は
予
算
上
の
制
約
が
あ

る
。
口
機
能
・
小
機
能
の
訓

保団連近畿
ブ ロ ッ ク

同封

負担増・給付減ずらり
岸田政権の社会保障「改革」

求人情報の更新

協会ホームページの求人情報
を11月15日に更新しました。
URL
http://osk-hok.org/job/


